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AE 減⽔剤 ⾼機能タイプ 
ダラセム M-F シリーズ 
JIS A 6204 AE 減⽔剤 標準形／遅延形 Ⅰ種 

はじめに 
近年のコンクリートの技術⾰新には⽬覚しいものがあり，それに伴ってコンクリートに要求される性能や

品質はますます多様化・⾼度化しています。 
ダラセム M-F シリーズ は，これからの時代を担う機能性に富むＡＥ減⽔剤です。 
ダラセム M-F シリーズ は，リグニンスルホン酸塩と特殊界⾯活性剤の複合作⽤により，⼀般から⾼強度コ

ンクリートまで良好な作業性を有するコンクリートを作ることができます。 
 

ダラセム M-F シリーズの特⻑ 
• 優れたセメント分散性により，単位⽔量を⼤幅に減ずることができる 
• 流動保持性に優れた機能を有し，安定した施⼯性が得られる 
• 材料分離を抑制し，ブリーディングおよびコンクリートの沈下が減少する 
• 材料や温度による品質変動が⼩さく，取り扱いが容易 
• 耐久性に優れたコンクリートの製造が可能 

 

種  類  ダラセムM-F ダラセムMR-F 

区  分  標準形Ⅰ種 遅延形Ⅰ種 

主成分 リグニンスルホン酸塩
と特殊界⾯活性剤 

リグニンスルホン酸塩
と特殊界⾯活性剤 

外  観  暗褐⾊液体 暗褐⾊液体 

密度 (g/cm3) 1.07 - 1.15 1.08 - 1.14 

ダラセム M-F シリーズは，塩化物イオンは含まれていません。 

使⽤⽅法 
ダラセム M-F シリーズの標準使⽤量は，結合材に対して 1.0 %ですが，⽬標の性能が得られるように 0.5 

〜2.0%（質量）の範囲でご使⽤ください。 
本製品の性能は，使⽤材料や使⽤条件などにより異なる場合がありますので，⽬標とするコンクリートが

得られる使⽤量を試し練りによって決定してください。また，所定の空気量が得られない場合は，弊社の空
気量調整剤を⽤いて調整してください。 

ダラセム M-F シリーズは，単位⽔量の⼀部として練混ぜ⽔に混合してご使⽤ください。 

使⽤上の注意事項 
• ⾬⽔や異物が⼊らないように，また，凍結しないように保管してください。もし，凍結した場合には，

徐々に温め， 融解・攪拌後ご使⽤ください。 
• 取扱いに際しては，ゴム⼿袋や保護メガネなどの保護具を着⽤してください。 
• ⽪膚に付いた場合には，速やかに上⽔道⽔で⼗分洗い流してください。眼に⼊った場合は，眼をこすらず

直ぐに上⽔道⽔で⼗分洗眼した後，医師の診断を受けてください。 
• 飲み込んだ場合は直ぐに吐かせ，多量の飲料⽔を飲ませた後，さらに吐かせ，医師の診断を受けてください。 
• 廃棄する場合は，産業廃棄物処理業者に処理を委託してください。 
• 詳細な情報が必要な場合は，弊社の製品安全データシートをご参照ください。 
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JIS A 6204 による試験結果例（標準形） 

 

 

 

 

 

 
JIS A 6204 による試験結果例（遅延形） 

 

 

 

 

 

 
使⽤材料：セメント：普通ポルトランドセメント３種等量，細⾻材：陸砂，粗⾻材：砕⽯ 

2005 ダラセムM-F およびダラセムMR-F 使⽤量：C × 1.0％ 
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項 ⽬ AE 減⽔剤 

標準形 規定値 
ダラセム M-F 

減⽔率 （％） 10 以上 15 

ブリーディング量の⽐（％） 70 以下 55 

凝結時間の差 

（分） 

始発 - 60 〜 + 90 + 50 

終結 - 60 〜 + 90 + 45 

圧縮強度⽐ 

（％） 

材齢 7 ⽇ 110 以上 133 

材齢 28 ⽇ 110 以上 120 

⻑さ変化⽐ （％） 120 以下 99 

凍結融解に対する抵抗性相
対動弾性係数 （％） 

60 以上 92 

 

項 ⽬ AE 減⽔剤 

遅延形 規定値 
ダラセム MR-F 

減⽔率 （％） 10 以上 15 

ブリーディング量の⽐（％） 70 以下 55 

凝結時間の差 

（分） 

始発 + 60 〜 + 210 + 115 

終結 0 〜 + 210 + 105 

圧縮強度⽐ （％） 
材齢 7 ⽇ 110 以上 131 

材齢 28 ⽇ 110 以上 120 

⻑さ変化⽐ （％） 120 以下 100 

凍結融解に対する抵抗性相
対動弾性係数 （％） 

60 以上 93 
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